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見附市図書館だより 

 
 

葛巻めだか 

学童クラブ 

図書館での 
 

読み聞かせスペシャル 



  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

日 

時 

１
月
２７
日
（
水
）
・
２
月
３
日
（
水
）・
１７
日
（
水
） 

（
全
３
回
） 

い
ず
れ
も 

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分 

会 

場 

図
書
館
集
会
室
（
２
階
） 

定 

員 

１０
名 

申 

込 

１
月
２４
日
（
日
）
ま
で
に 

電
話
ま
た
は
直
接
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で 

 

参
加
者
募
集
！ 

読
書
サ
ロ
ン 

自
分
の
好
き
な
本
や
お
す
す
め
の
本
を
和
や
か
に
紹
介
し
合
っ
た
り
、
わ
い
わ
い 

話
を
し
て
楽
し
む
、
本
を
通
じ
た
交
流
の
場
で
す
。
毎
月
１
回
開
催
し
ま
す
。 

 

日 

時 

1
月
2８
日
（
木
） 

午
後
７
時
３０
分 

会 

場 

図
書
館
集
会
室
（
２
階
） 

申 

込 

図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
お
電
話
で
。 

 

 

保
育
園
や
図
書
館
な
ど
で
読
み
聞

か
せ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
て
み
た
い

方
を
対
象
に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。 

絵
本
を
読
む
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。 

子
ど
も
は
み
ん
な
絵
本
が
大
好
き

で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

男
性
の
方
も
お
待
ち
し
て 

お
り
ま
す
。 

 

楽
し
い
読
書
サ
ロ
ン 

本
所 

A
．
H
． 

 

昨
年
１０
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
読
書
サ
ロ
ン
は
、
本
を
読
む
こ
と
が
好
き
な
人
の

団
欒
の
場
で
あ
り
、
参
加
者
は
１５
人
前
後
で
す
。
職
業
、
前
歴
も
多
種
多
様
で
あ
る

と
同
様
、
好
き
な
本
の
ジ
ャ
ン
ル
も
純
文
学
、
小
説
、
随
筆
等
千
差
万
別
で
す
。 

 

従
来
の
読
書
会
と
い
う
と
、
会
員
が
自
分
の
好
き
嫌
い
に
関
わ
り
な
く
同
じ
作
品

を
事
前
に
読
ん
で
き
て
、
そ
の
感
想
を
述
べ
合
い
、
意
見
交
換
を
す
る
ス
タ
イ
ル
だ

っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
こ
の
読
書
サ
ロ
ン
は
、
参
加
者
に
義
務
感
や
負
担
感
が
生
ま
れ
な
い
こ

と
、
他
者
の
発
言
を
批
判
し
な
い
こ
と
を
基
本
と
し
、
「
参
加
し
て
楽
し
か
っ
た
。

次
も
参
加
し
た
い
。
」
と
い
う
終
わ
り
方
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い

つ
で
も
誰
で
も
参
加
で
き
、
出
席
を
義
務
付
け
て
い
ま
せ
ん
。 

次
回
に
何
を
や
る
か
は
、
そ
の
都
度
参
加
者
で
決
め
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
と
、

年
に
数
回
は
懇
親
を
深
め
る
べ
く
飲
み
会
も
予
定
し
よ
う
と
い
う
こ
と
以
外
は
ま

だ
手
探
り
状
態
で
す
が
、
方
向
性
も
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
自
ず
か
ら
定
ま
っ
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

「
文
科
系
の
部
活
動
み
た
い
で
、
楽
し
い
！
」
と
い
う
女
性
参
加
者
の
声
も
。 

読
書
の
楽
し
み
方
の
再
発
見
を
し
ま
せ
ん
か
？ 

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を 

開
催
し
ま
す
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１２月６日（日）、アルカディア

小ホールにて、直木賞作家・山本一

力さんの「生き方雑記帖」と題する

講演会を開催しました。 

満席（２００人余）の聴衆の中か

ら、感想を頂きました。 

 

期 

間 

１
月
５
日
（
火
）
〜
２
月
７
日
（
日
） 

 

図
書
館
で
は
、
昨
年
１２
月
に
亡
く
な
っ
た 

日
本
画
家
・
平
山
郁
夫
さ
ん
の
銅
版
画
２
点
を 

展
示
し
、
あ
わ
せ
て
、
画
集
や
エ
ッ
セ
イ
な
ど 

様
々
な
著
作
を
集
め
た
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置 

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

講演会によせて 

               鈴木 さと子 
 

 最初、山本さんの講演会が開かれると聞

いて、あの作家さんが！見附で？本当に？

と思う気持ちで一杯でした。実際、壇上で

の姿、よく通る声を聞いた時、とても嬉し

かったです。 

実際ご本人が若いうちに親元から独り立

ちして、いろいろな人達にかかわって生き

てきたことや、旅行代理店勤務時代に、先

輩から教わったという仕事への責任感や向

き合い方などがそのまま、小説の中で生か

されているなあと感じ、時代小説なのに、

現代でも大切なことは何も変わっていない

と考えさせられました。その他、自分の敬

愛する文豪の作品などにも触れていて、そ

の作品も読んでみたいという気持ちが沸き

ました。 

 

直木賞作家『山本一力』との90分 

本所 T.M. 
 

師走６日に、見附市図書館の企画による

直木賞作家山本一力氏の講演｢生き方雑記

帖｣を傾聴する機会をえた。 

 江戸の町を実質的に支えたのは商人や職

人であった。その庶民の心意気や誇りが、

時代特有の人情や家族愛となり、それは今

の世を見るときの｢時代の合わせ鏡｣である

と言う話で始まった。魅惑の低音と澱みな

い話しぶりに惹きこまれた聴衆にとっては

あっと言う間の９０分であった。 

奥様が十日町の縁の方であり、土地の蕎

麦がお褒めに預かった。｢いつの日か、越後

の米と酒と蕎麦作りをテーマにしたい･･･、

その節はよろしく｣と笑いをとっておられ

た。 

十指に余る連載をお持ちだそうだが、実

現を待ち、御健筆を祈るばかりである。 

平平
山山
郁郁
夫夫
銅銅
版版
画画  

「「
薬薬
師師
寺寺
のの
月月
夜夜
」」  

「「
唐唐
招招
提提
寺寺
のの
夜夜
」」  

展展
示示
しし
てて
いい
まま
すす
！！  

 



☆☆☆☆☆☆  イインンフフォォメメーーシショョンン  ☆☆☆☆☆☆  
 

☆蔵書点検のお知らせ 
 

２月８日（月）～１４日（日）まで休館 
 

し、館内の資料をすべて確認します。１５日（月）から開館いたします。 

ご不便をお掛けしますが、よろしくお願いいたします。 
 

 

☆書庫開放 
 

日 時  １月２４日（日）  
２月２８日（日）  

各月とも午前９時３０分～午後５時 
 

図書館２階にある書庫の文学書（一般）２６,５００冊を一般開放します。 

その場で貸出も行いますので、ご利用ください。 
 

 

☆映画鑑賞会 
 

 

日 時 １月２４日（日）上映作品 「男はつらいよ 柴又慕情」 
    シリーズ第9作。マドンナ役に吉永小百合が登場。 

 

２月２８日（日）上映作品 「北北西に進路を取れ」 
ある男が「間違われる」ことをきっかけに大事件に巻き込まれ、冒険を繰り広げるという 

ヒッチコック監督お得意のストーリー。 
   

いずれも、時間は午後１時３０分から、会場は２階視聴覚室です。 

入場無料。事前申込も不要です。ぜひ、お越しください。 

   主催 見附シネマ倶楽部 見附市図書館 
 

 

☆手作りランドを開催しました！ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月 6日（水）に、冬休み手作りランド 

「とびだす！はてな？ボックス」を開催しました。 

次回、春休み手作りランドは３月３０日（火） 

開催予定です。みんなで来てね！ 

サエちゃん 

マナミちゃん 

上手にふくらませる

のが、とても 

むずかしかったよ！ 

 

絵を描くのが 

とっても 

楽しかったです！ 

 


